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先月の振り返り: 7月のドル円相場は139円半ば～132円半ばで推移。英国ジョンソン首相が辞任に追
い込まれたことでポンド売りが進んだことや、ユーロ売りも重なったことで相対的にドルが買われ
る状況になった。次回FOMCで1.00%の大幅利上げに踏み切るとの見方や当局による為替介入が改めて
否定されたことでドル買いが進み、ドル円は139円台半ばまで円安ドル高が進行。しかし各地区連銀
総裁から1.00%の利上げを否定する発言や米国の各経済指標発表で市場予想を下回る数値が相次ぎ米
国景気後退懸念が強まり、一転してドル売りが進み135円台半ばとなった。その後、米FOMCにおいて
0.75%利上げ発表でドル買いが強まったが、FOMC後に行われたパウエルFRB議長の会見を受けて次回
以降の大幅利上げ観測が後退したことでドル売りが加速。さらに月末に発表された米GDP速報値が予
想外のマイナスだったことでドル売りに拍車がかかり、132円台半ばまで円高ドル安が進んだ。
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EXTRA VISION

　小売売上高

　新築住宅販売件数

　米ＧＤＰ改定値

今後の展開: 日米金利差を意識した円売りドル買いが続いていたが、米国の景気減速

が浮き彫りとなってきたことで、今までのように金利差に着目した積極的なドル買い

という状況ではなくなりつつある。ただ全ての米経済指標発表が悪化した数値ではな

く、また米FOMCも利上げ打ち止めとなっていないため、今後も底堅く推移するとの見

方もあり、売り買いは交錯していきそうだ。そのため短期の値動きに惑わされないよ

うにポジションを構築していきたい。
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米ドル円為替レート（終値ベース）(円)

今月の主な経済指標 ※日本時間


